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　狄
えぞがたて
ヶ館ため池は、岩木山麓の長

ながまえ
前沢を水源とし、

１６７２年に築堤されました。しかし、新田開発が
進むにつれ、深刻な水不足のほか、排水不良など
による冠水被害に多くの農民は悩まされます。
　その後実施された、ため池の改修工事やダム
工事は困難を極めましたが、かつて葦の自生して
いた湿地は多くの人々の努力によって開拓されて、
恵み豊かな米どころとなっています。

つがる市の農業用ため池の数 156カ所(平成25年調査)
資料：ため池台帳/農林水産課

つがる物語
狄ヶ館（えぞがたて）ため池

（森田地区）
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９月定例会の議決結果は以下のようになりました。	
	 （9月2日～9月13日）　12日間　

◎は全会一致 

番号 件　　　　　　名 審議
結果

議決
結果

市長提出議案

予算

32号 令和元年度つがる市一般会計補正予算(第４号)案 ◎ 可決

33号 令和元年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算(第２号)案 ◎ 可決

34号 令和元年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号)案 ◎ 可決

35号 令和元年度つがる市介護保険特別会計補正予算(第２号)案 ◎ 可決

決算

36号 平成30年度つがる市一般会計歳入歳出決算の認定を求めるの件 ◎ 認定

37号 平成30年度つがる市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認
定を求めるの件 ◎ 認定

38号 平成30年度つがる市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
を求めるの件 ◎ 認定

39号 平成30年度つがる市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を
求めるの件 ◎ 認定

40号 平成30年度つがる市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
を求めるの件 ◎ 認定

41号 平成30年度つがる市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求め
るの件 ◎ 認定

条例

42号 会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整理に関する条例案 ◎ 可決

43号 つがる市手数料条例等の一部を改正する条例案 ◎ 可決

44号 つがる市木造ふれ愛センター条例等の一部を改正する条例案 ◎ 可決

45号 つがる市消防団条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

46号 つがる市カントリーエレベーター条例及びつがる市ライスセンター
条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

47号 つがる市農村環境改善センター条例等の一部を改正する条例案 ◎ 可決

48号 つがる市つがる地球村条例等の一部を改正する条例案 ◎ 可決

49号 つがる市公共下水道条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

50号 つがる市印鑑条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

51号 つがる市保健福祉館設置条例等の一部を改正する条例案 ◎ 可決

52号 つがる市子育て支援センター条例及びつがる市児童館条例の一部を
改正する条例案 ◎ 可決

53号 つがる市公民館条例及びつがる市柏ふるさと交流センター条例の一
部を改正する条例案 ◎ 可決

契約 54号 工事の請負契約の件((仮称)つがる市一般廃棄物最終処分場建設工
事) ◎ 可決



つがる市議会だより－第63号3

区　　　　分 収　　　入 支　　　出 繰越金 実質収支
農業集落排水事業 6億5,304万円 6億5,193万円 0 111万円
公 共 下 水 道 事 業 7億1,079万円 7億　970万円 0 109万円
国 民 健 康 保 険 46億8,665万円 45億6,603万円 0 １億2,062万円
後 期 高 齢 者 医 療 7億2,185万円 7億1,509万円 0 676万円
介 護 保 険 48億2,192万円 47億7,142万円 0 5,050万円

各項目を一人あたりの支出に換算すると� 端数調整をしています。

収入 234億3,549万円

支出 230億5,776万円

翌年度へ繰り越した財源 2,695万円

実質収支 　 3億5,078万円

平成30年度の主な事業
●公営住宅建設工事　　　　　　　　　　　　　　　4億　966万円
●柏ロマン荘増築工事　　　　　　　　　　　　　　 1億5,282万円
●旧木造高校稲垣分校改修工事　　　　　　　　　　 1億1,930万円
●コミュニティセンター（玉水、沼館）建設工事　　 1億8,670万円

一般会計　市民一人あたりの支出　712,913円　小数点以下四捨五入

人口　32,343人（平成31年3月末現在　外国人を含む）で単純に算出したものです。

平成30年度特別会計決算の状況　　　　　

平成30年度一般会計予算はこのように使われました。
　平成30年度一般会計決算額を市民一人あたりでみた場合、市民の皆さんが負担した市税（市税・固定資
産税など）は76,226円で、市民の皆さんのために使われた予算は712,913円になりました。この差額は、
地方交付税はじめ国・県などからの補助金等で賄われています。

平
成
三
十
年
度

　
　
　
各
会
計
決
算
を
認
定

　
９
月
定
例
会
で
は
平
成
30
年
度
各
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
全
議
員
に
よ
る

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、
い
ず

れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平成30年度一般会計決算の状況� ※1万円未満四捨五入

福祉・社会保障の
ために

212,448円

29.8%

教育などのために

72,004円

10.1%

道路などの整備に

69,153円

9.7%

保健や環境衛生
などに

63,449円

8.9%

消防・防災対策
などに

40,636円

5.7%
農業・商工・観光
振興などに

62,736円

8.8%

議会運営のために

6,416円

0.9%

その他のサービス
などに

57,746円

8.1%

基金(預金)積み
立てに

10,694円

1.5%

公債費(借入金の
返済)に

117,631円

16.5%
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提
出
さ
れ
た
議
案
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
案
第
50
号　
つ
が
る
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

�

◇
社
会
に
お
い
て
旧
姓
を
使
用
し
な
が
ら
活
動
す
る
女
性

が
増
え
、
女
性
活
躍
推
進
の
観
点
か
ら
様
々
な
場
面
で
旧

姓
を
使
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
旧
姓
の
印
鑑
に
よ
る
印

鑑
登
録
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

�　

た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
住
民
票
の
旧
姓
記
載
の
請
求
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
民
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
案
第
54
号　
工
事
の
請
負
契
約
の
件

（（
仮
称)

つ
が
る
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
工

事
）

�

◇
平
成
15
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
木
造
・
稲
垣
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
が
今
後
１
～
２
年
で
満
杯
状
態
と
な
る
た
め
、

新
た
に
建
設
す
る
も
の
で
す
。

名　
　
　
　
称　

�

（
仮
称
）
つ
が
る
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
建
設
工
事

場　
　
　
　
所　
つ
が
る
市
木
造
菰
槌
三
好
野　

地
内

契
約
の
相
手
方　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
１
番
地
27 

　
　
　
　
　
　
　

鹿
島
建
設
株
式
会
社
東
北
支
店

　
　
　
　
　
　
　
常
務
執
行
役
員
支
店
長　

勝
治　

博

請
負
代
金　
19
億
８
５
５
０
万
円
（
消
費
税
込
み
）

工　
　
　
　
期　
令
和
元
年
９
月
14
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
３
月
26
日
ま
で      

施
設
規
模  

　

埋
立
容
量　
３
９
０
０
０
㎥

　

埋
立
面
積　
７
７
０
０
㎡

　

埋
立
対
象
物　

�

一
般
廃
棄
物
の
可
燃
ご
み
焼
却
残
渣
な
ら

び
に
不
燃
ご
み
お
よ
び
粗
大
ご
み

問　
工
事
入
札
の
参
加
条
件
は
。

答　
条
件
付
き
の
一
般
競
争
入
札
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
実
績

要
件
、
地
域
要
件
、
技
術
要
件
を
満
た
し
て
い
る
業
者
を
参

加
条
件
と
し
た
。

問　
活
用
し
た
補
助
事
業
は
。ま
た
、市
の
負
担
は
い
く
ら
か
。

答　
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
（
環
境
省
）
を
活
用
し
、

補
助
率
は
３
分
の
１
で
６
億
１
４
１
万
２
千
円
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
過
疎
債
は
13
億
８
４
０
０
万
円
、
一
般
財
源
は
８

万
８
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

💡　

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

旧
姓(

旧
氏う
じ)
の
印
鑑
で

印
鑑
登
録
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

令
和
元
年
11
月
５
日
施
行

（一例として）
結婚などで
氏変更

旧姓　青森　さん → つがる　さん

旧姓記載の請求手続きをした後、

　　　　の印鑑登録が可能

現在の木造稲垣処分場の様子 建設予定地

2

4

1
 

新
た
に
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
が

　
　
　
　
　
　

建
設
さ
れ
ま
す
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　議案審議と並んで一般質問は本会議の大きな柱と
なっています。当該自治体の行政一般を対象として
議員は、市長や執行機関に対し、方針や事実等の説
明を求めたり、所見を聞くことができます。　　

　円滑な議事進行を図
るため、何をテーマで、
どのようなことを聞く
かをまとめ、議長へ文
書で提出します。

１人１時間以内

　議会運営委員会にお
いて日程等を決定しま
す。

　一括質問は通告した
項目をまとめて質問し
ます（質問は３回まで）。
　一問一答は１回目の
質問は一括して行い、
２回目以降は通告した
項目１つずつ質問しま
す。質問回数に制限は
ありません。

　議場において疑問点
と自分の意見などを発
言し、市長などからの
答弁を求めます。

　発言はすべて簡明に
するものとし、議題外
の発言にならないよう
努めます。

一般質問の通告 議会運営委員会

一括質問

一問一答

一般質問

または

を選択

5

一般質問って？

そのほか、一例として…

一般質問のルール

➡ ➡
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問　
手
話
は
ろ
う
者
に
と
っ
て
言
語
で
あ

り
、
命
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
を
広
く
市
民

に
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
手

話
の
普
及
を
目
的
と
す
る
手
話
言
語
条
例
の

制
定
を
提
案
し
て
き
た
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
は
。

答　
条
例
制
定
に
向
け
、
県
内
の
制
定
自

治
体
等
と
の
情
報
交
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

手
話
は
言
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、

実
効
性
の
あ
る
条
例
と
な
る
よ
う
に
関
係
各

位
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
市
民
等
へ
の
啓
発

や
機
運
の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
、
早
期
に
条
例
案
を
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児
教
育
、
保

育
料
無
償
化
の
概
要
は
。

答　
こ
れ
は
幼
稚
園
、
保
育
所
お
よ
び
認

定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
３
歳
か
ら
５
歳
児
ま

で
の
保
育
料
が
10
月
か
ら
無
償
と
な
る
も
の

で
、
非
課
税
世
帯
に
限
り
０
歳
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
保
育
料
に
つ
い
て
も
無
償
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
副
食

費
は
こ
れ
ま
で
保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
国
の
制
度
で
は
原
則
保
護
者
負
担
と

な
り
ま
す
。

問　
つ
が
る
市
の
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
人

数
は
。
そ
の
う
ち
、
保
育
料
無
償
化
の
対
象

に
な
ら
な
い
人
数
は
。

答　
０
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
保
育
所
等

利
用
児
童
は
４
０
８
人
（
８
月
現
在
）
で
、

そ
の
う
ち
、
非
課
税
世
帯
の
児
童
が
69
人
、

課
税
世
帯
の
児
童
が
３
３
９
人
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
課
税
世
帯
の
児
童
が
国
の
無
償
化

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問　
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
副
食
費
を
市
で

助
成
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
課
税
世
帯
の
０

歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

答　
第
１
子
の
助
成
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
第
２
子
に
対
す
る
支
援
事
業

は
継
続
す
る
考
え
で
す
。
ま
た
今
後
、
次
期

総
合
戦
略
等
の
中
で
幼
児
教
育
・
保
育
を
含

め
た
様
々
な
施
策
に
つ
い
て
、
実
施
で
き
る

事
業
か
ど
う
か
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補
決
定
を
受

け
て
機
運
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
①
田
小
屋
野

ウ
ォ
ー
ク
、
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
亀
ケ
岡
遺
跡
ま
つ

り
の
開
催　
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座　
③
世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補
決
定
報

告
会　
④
小
学
生
対
象
の
夏
休
み
体
験
講
座

　
⑤
市
役
所
、
松
の
館
等
に
立
て
看
板
、
壁

面
看
板
、
懸
垂
幕
設
置　
⑥
小
中
学
校
へ
の

出
張
講
座　
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

は
小
中
高
生
へ
記
念
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
配

布
、
世
界
遺
産
Ｐ
Ｒ
と
し
て
公
用
車
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

県
の
登
録
推
進
本
部
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

市
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
考
え
で
す
。

問　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
は
。

答　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
亀
ケ
岡
遺
跡
の

隣
接
地
に
将
来
、
整
備
す
る
も
の
と
し
て
今

年
度
は
建
設
用
地
を
取
得
し
ま
す
。
施
設
整

備
に
あ
た
り
展
示
構
成
・
資
料
等
に
つ
い
て

専
門
家
の
意
見
を
伺
う
な
ど
、
運
営
面
と
財

政
面
を
考
慮
し
て
計
画
す
る
ほ
か
、
補
助
金

等
を
含
め
た
国
・
県
か
ら
の
指
導
な
ど
も
必

要
と
す
る
た
め
、
一
定
期
間
を
要
す
る
と
予

想
し
て
い
ま
す
。

問　
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
場
合
の
地
域

活
性
化
策
は
。

答　
世
界
遺
産
登
録
の
本
来
の
目
的
は
恒

久
的
な
遺
産
の
保
全
で
あ
り
、
直
接
、
観

光
振
興
を
目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
登
録
に
よ
っ
て
来
訪
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
登
録
に
向
け
た
市
民
意
識
の

向
上
や
遺
跡
等
の
保
全
を
第
一
に
考
え
た
上

で
、
観
光
振
興
な
ど
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、

方
策
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
つ
い
て
検
証
し
た
か
。
ま
た
、
改
善
点
は
。

答　
目
玉
で
あ
る
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
販
売
は

昨
年
よ
り
販
売
数
を
増
や
し
た
も
の
の
、
お

昼
前
に
完
売
し
、
購
入
で
き
な
か
っ
た
方
に

は
、
市
内
直
売
所
を
紹
介
し
ま
し
た
。
完
売

の
要
因
と
し
て
、
市
場
価
格
の
半
額
程
度
で

メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
が
購
入
で
き
る
こ
と
や
大

量
購
入
者
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
生

産
組
合
等
の
生
産
量
や
市
場
出
荷
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
す
る
と
今
以
上
の
販
売
数
の
増
加

は
厳
し
い
た
め
、
よ
り
多
く
の
方
が
購
入
で

き
る
よ
う
に
購
入
数
に
制
限
を
設
け
る
な
ど
、

関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
改
善
策
を

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
い つ わ か い

和会　成
な り た

田　克
か つ こ

子

●�

手
話
言
語
条
例
制
定
の

進
捗
状
況
は

●�

幼
児
教
育
、
保
育
料
無
償
化
の

概
要
は

五
い つ わ か い

和会　長
は せ が わ

谷川榮
え い こ

子

●
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た

地
域
活
性
化
策
は

●
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
改
善
点
は
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問　
人
口
減
少
の
現
状
に
つ
い
て
市
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　
市
は
子
育
て
・
若
年
夫
婦
世
帯
移
住

応
援
事
業
な
ど
の
支
援
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
の
転
入
者
数
は
前
年
度
よ

り
39
人
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
事
業
は
一

定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
若
者
が
希
望
す
る
結
婚
や
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
叶
う
社
会
の
実
現
、
若

者
を
は
じ
め
と
し
た
働
く
場
の
確
保
な
ど
地

域
で
一
丸
と
な
っ
て
人
口
減
少
対
策
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
こ
れ
ま
で
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償

化
や
出
産
祝
金
の
支
給
な
ど
提
案
し
て
き
た

が
、
地
方
創
生
関
連
事
業
の
練
り
直
し
や
増

子
化
に
向
け
た
新
た
な
事
業
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
第
２
期
つ
が
る
市
地
域
活
力
創
生
総

合
戦
略
策
定
作
業
の
中
で
、
市
民
２
千
人
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
調
査
結
果

が
10
月
に
出
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
東
京

の
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
つ
が
る
市
出
身
者
を
含
め
た
20
代
か
ら

30
代
の
首
都
圏
在
住
の
方
を
対
象
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
in
東
京
を
８
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見

等
を
参
考
に
本
市
に
合
っ
た
効
果
的
な
事
業

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
10
月
か
ら
国
の
幼
児
教
育
・
保
育
料

無
償
化
制
度
が
始
ま
る
が
、
３
歳
か
ら
５
歳

児
の
副
食
費
が
実
費
と
な
り
負
担
額
は
施
設

に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ

を
統
一
化
で
き
な
い
か
。

答　
各
施
設
に
お
い
て
、
食
材
料
の
仕
入

れ
等
が
異
な
る
た
め
、
市
で
統
一
を
図
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
幼
児
教
育
・
保
育
料
無
償
化
制
度
に

よ
り
市
の
第
２
子
支
援
助
成
事
業
費
が
抑
え

ら
れ
る
た
め
、
そ
の
分
を
副
食
費
に
充
て
ら

れ
な
い
か
。

答　
次
期
総
合
戦
略
等
の
中
で
幼
児
教
育
・

保
育
を
含
め
た
様
々
な
施
策
に
つ
い
て
、
実

施
で
き
る
事
業
か
ど
う
か
総
合
的
に
判
断
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
家
庭
用
と
農
業
用
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
状
況
は
。

答　
一
般
家
庭
か
ら
出
る
プ
ラ
マ
ー
ク
の

あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
処
分
量
は
平
成

30
年
度
２
６
１
ｔ
で
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
は
１
８
６
ｔ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
処

理
の
推
進
を
図
る
た
め
、
農
業
用
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
回
収
対
策
事
業
と
し
て
補
助
金
を
農

家
へ
交
付
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
の
実
績

は
93
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
今
ま
で
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

受
け
入
れ
し
て
い
た
業
者
が
撤
退
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
青
森
な
ど
に
直
接
、
搬
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、
高
齢
農
家
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
搬
入
場
所
を
市
に
設
け

ら
れ
な
い
か
。

答　
施
設
や
許
可
な
ど
の
面
か
ら
設
置
は

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
市
と
し

て
は
処
理
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
風
力
発
電
設
備
に
よ
っ
て
見
込
ま
れ

る
固
定
資
産
税
額
は
。

答　
大
型
風
力
発
電
設
備
49
基
の
固
定
資

産
税
は
20
年
間
で
約
50
億
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
地
方
交
付
税
は
そ
の
増
収
分
の
75
％
が

減
額
と
な
る
た
め
実
質
は
12
億
５
千
万
円
ほ

ど
の
増
収
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問　
住
民
か
ら
騒
音
や
電
磁
波
の
健
康
被

害
の
声
を
聞
く
が
、
市
の
相
談
窓
口
は
ど
こ

か
。
そ
の
対
応
は
。
ま
た
、
発
電
設
備
周
辺

の
電
磁
波
な
ど
の
調
査
を
市
で
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

答　
苦
情
、
相
談
に
つ
い
て
、
基
本
的
に

は
発
電
事
業
者
が
対
応
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
企
画
調
整
課
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
苦
情
が
１
件
あ
り
、
事
業
者

に
対
し
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
今
後
も
苦
情

等
が
あ
れ
ば
事
業
者
に
対
し
適
切
な
対
応
を

す
る
よ
う
強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
大
型
風
力
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
で
あ
り
、
事
業
者

に
お
い
て
電
磁
波
な
ど
の
予
測
値
を
調
査
し

て
い
る
ほ
か
、
建
設
後
に
も
調
査
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
市
で
実
施
す
る
必
要

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

絆
き し ん か い

心会　佐
さ と う

藤　孝
た か し

志

●
人
口
減
少
対
策
・
増
子
化
に

向
け
た
新
た
な
施
策
を

五
い つ わ か い

和会　成
な り た

田　　博
ひろし

●
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

現
況
と
対
策
は

●
風
力
発
電
設
備
の
現
況
は
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問　
夏
の
降
水
量
は
極
端
に
少
な
か
っ
た

が
農
作
物
の
収
穫
量
の
減
少
や
品
質
の
低
下

な
ど
、
具
体
的
な
報
告
は
あ
っ
た
か
。

答　
雨
不
足
の
状
況
に
よ
り
、
農
作
物
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
主
だ
っ
た

被
害
の
報
告
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
現
時
点

の
農
作
物
の
生
育
状
況
と
し
て
、
野
菜
で
は

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
か
ん
が
い
設
備
の
あ

る
圃ほ

場
で
は
影
響
が
な
い
も
の
の
、
そ
れ
以

外
の
圃
場
で
は
一
部
に
生
育
不
良
や
品
質
低

下
の
作
物
が
あ
っ
た
ほ
か
、
り
ん
ご
に
若
干

の
肥
大
鈍
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
水
稲
に
つ

い
て
は
、
出
穂
期
の
最
も
用
水
を
必
要
と
す

る
期
間
に
か
ん
が
い
用
水
を
確
保
で
き
た
た

め
、
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
天
候
不
順
に
よ
っ
て
収
穫
量
の
減
少

や
価
格
が
下
落
し
た
場
合
の
補
償
制
度
は
。

答　
転
作
作
物
に
対
す
る
経
営
所
得
安
定

化
対
策
と
し
て
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交

付
金
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
野
菜
や
り

ん
ご
に
対
し
て
は
こ
の
よ
う
な
交
付
金
・
補

助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
価
格
下
落
部
分
を
補

填
す
る
制
度
に
つ
い
て
は
野
菜
・
花
き
価
格

安
定
対
策
事
業
、
り
ん
ご
経
営
安
定
化
対
策

事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
作
物
ご
と
に
複
数
の

制
度
へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や

共
済
制
度
が
な
い
品
目
も
あ
る
な
ど
課
題
も

あ
る
た
め
、
自
然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
収

入
減
少
を
広
く
補
填
す
る
収
入
保
険
へ
の
加

入
が
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
小
中
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

が
始
ま
る
が
、
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
進
捗
状
況
は
。

答　
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
室
を
設
け
、
１
ク
ラ
ス
全
員
が

利
用
で
き
る
数
の
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
し
、
ほ

と
ん
ど
の
普
通
教
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ

の
接
続
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
お
よ

び
青
森
県
の
普
通
教
室
に
お
け
る
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
整
備
率
の
平
均
は
30
％
台
で
あ
る
こ
と
に

対
し
て
、
本
市
は
90
％
を
超
え
て
い
る
ほ
か
、

１
２
０
台
の
電
子
黒
板
や
指
導
者
用
の
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
も
整
備
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
言
え
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問　
将
来
つ
が
る
市
へ
帰
っ
て
も
ら
う
よ

う
な
奨
学
金
制
度
を
創
設
で
き
な
い
か
。

答　
ほ
か
の
自
治
体
の
例
な
ど
調
査
研
究

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
イ
オ
ン
モ
ー

ル
つ
が
る
柏
周
辺
を
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
て

は
ど
う
か
。

答　
庁
内
で
宅
地
分
譲
に
係
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
ど
う
す
れ
ば
若
い

人
た
ち
が
定
住
す
る
の
か
鋭
意
検
討
中
で
す
。

問　
建
設
予
定
の
総
合
体
育
館
は
ど
の
よ

う
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答　
メ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
は
公
式
規
格
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

を
２
面
、
柔
道
で
は
国
体
基
準
で
３
面
あ
り
、

固
定
観
覧
席
２
５
２
８
席
、
２
階
観
覧
席
周

囲
に
１
周
２
６
０
ｍ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
は

公
式
規
格
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
１
面
と
１

０
８
席
の
観
覧
席
を
確
保
す
る
ほ
か
、
選
手

控
室
や
審
判
会
議
な
ど
に
利
用
で
き
る
多
目

的
室
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
授
乳
室
な
ど
を

設
け
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
等

に
対
応
で
き
る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
災
害
対
策
機
能
と
し
て
災
害
拠
点
対
策

室
を
設
け
て
災
害
時
の
避
難
者
収
容
を
考
え

て
い
ま
す
。

問　
市
長
の
財
政
に
対
す
る
基
本
姿
勢
は
。

答　
歳
入
に
見
合
っ
た
効
果
的
・
効
率
的
か

つ
基
金
取
崩
し
に
頼
ら
な
い
健
全
な
財
政
運

営
を
目
指
し
、
つ
が
る
市
総
合
計
画
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
事
業
選
択
、
人

件
費
の
削
減
等
に
よ
り
歳
出
の
抑
制
を
徹
底

し
た
結
果
、
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
標

準
財
政
規
模
の
10
％
以
上
が
適
正
と
さ
れ
て

い
る
中
、
19
％
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

大
規
模
事
業
が
継
続
さ
れ
る
た
め
、
令
和
４

年
度
に
は
地
方
債
現
在
高
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
実
質

公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比

率
等
の
各
財
政
指
標
に
も
注

視
し
な
が
ら
、
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

絆
き し ん か い

心会　齊
さいとう

藤　　渡
わたる

●�

天
候
不
順
よ
る
農
作
物
へ
の

影
響
は

●
教
育
現
場
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
進
捗
状
況
は

五
い つ わ か い

和会　伊
い と う

藤　良
りょうじ

二

●
市
の
人
口
減
少
対
策
は

●
総
合
体
育
館
の
概
要
は

●
市
長
の
基
本
姿
勢
は

8
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議
案
第
32
号

令
和
元
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
案

　
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
補
助
金

３
５
１
万
４
千
円　

木き
む
ら村　
良よ
し
ひ
ろ博　
委
員　

問　
暗
渠
排
水
事
業
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
に
工
事
し
た
総
面
積
は
。
ま
た
、
今

後
の
計
画
は
。

答　
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
に

か
け
て
工
事
し
た
総
面
積
は 

７
７
５
．

76　

で
今
年
度
は
柴
田
、
菊
川
、
千
代

田
、
越
水
、
繁
田
地
区
に
お
い
て
、
１
０

０　

の
整
備
を
予
定
。
そ
の
ほ
か
に
70　

分
、
予
算
が
多
く
配
分
さ
れ
た
た
め
、
追

加
分
と
し
て
菰
槌
地
区
を
対
象
に
整
備
す

る
。
ま
た
、
過
去
に
圃
場
整
備
し
た
工
区

の
農
家
や
意
欲
あ
る
農
家
な
ど
か
ら
も
要

望
を
聞
い
て
、
３
０
０　

程
ず
つ
工
事
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
36
号

平
成
30
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

（
※
千
円
未
満
四
捨
五
入
）

　
住
宅
使
用
料

　
不
納
欠
損
額　
　
　
　 

72
万
８
千
円

　
収
入
未
済
額　
２
１
９
４
万
６
千
円

佐さ
と
う藤　

孝た
か
し志　

委
員　

問　
不
納
欠
損
処
分
、
収
入
未
済
と
な
っ

て
い
る
人
数
は
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
処

分
に
な
ら
な
い
よ
う
に
保
証
人
を
設
定
し

て
い
る
か
。

答　
不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
１
人
、
収
入

未
済
で
は
現
年
分
の
滞
納
者
が
26
人
、
滞

納
繰
越
分
で
は
35
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
連
帯
保
証
人
は
住
宅
申
し
込
み
時
に

設
定
し
、
そ
の
後
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は

再
度
、
設
定
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

１
９
８
９
万
５
千
円　

齊さ
い
と
う藤　

　
渡わ
た
る　
委
員　

問　
つ
が
る
市
民
が
他
市
町
村
へ
寄
附

し
た
こ
と
に
よ
る
減
収
額
は
。

答　
つ
が
る
市
民
が
ほ
か
の
自
治
体
へ

寄
附
し
た
額
は
６
３
５
万
円
で
あ
り
、
住

民
税
控
除
額
３
１
１
万
円
が
減
収
と
な
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
経
費
な
ど

差
し
引
く
と
実
質
額
は
い
く
ら
か
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
に
か
か
っ
た
経
費
６

２
９
万
円
と
減
収
分
３
１
１
万
円
を
差
し

引
く
と
１
０
５
０
万
円
の
黒
字
と
な
る
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費

３
６
２
万
１
千
円　

佐さ

さ

き
々
木　
敬け
い
ぞ
う藏　

委
員　

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容

は
。

答　
地
域
外
か
ら
の
視
点
を
活
か
し
、
地

域
の
新
し
い
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
も
の

で
、
現
在
４
人
い
る
。「
観
光
」、「
空
き

家
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
」、「
地
域
資

源
の
活
用
」、「
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
」

を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
活
動
し
て
い
る
。

　
扶
助
費

９
億
４
９
３
４
万
４
千
円　

成な
り
た田　

克か
つ
こ子　

委
員　

問　
生
活
保
護
世
帯
数
と
人
数
は
。
市

の
負
担
割
合
は
。

答　
平
成
30
年
度
実
績
で
５
８
５
世
帯
、

７
０
０
人
の
生
活
保
護
者
が
い
る
。
国
は

４
分
の
３
、
市
は
４
分
の
１
を
負
担
し
て

い
る
。

　
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
委
託
料

８
９
３
万
５
千
円　

野の

ろ呂　
　
司つ
か
さ　

委
員　

問　
事
業
内
容
お
よ
び
委
託
先
は
。

答　
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
包
括
的
に
支
援
す
る

も
の
で
、
委
託
先
は
社
会
福
祉
協
議
会
と

な
っ
て
い
る
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
費

４
５
９
３
万
９
千
円　

田た
な
か中　

　
透と
お
る　
委
員　

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
共
働
き
世

帯
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
子
育

て
支
援
策
と
し
て
、
さ
ら
に
効
果
を
上
げ

る
た
め
に
も
利
用
料
を
無
償
化
で
き
な
い

か
。

答　
次
期
総
合
戦
略
等
の
中
で
実
施
で

き
る
事
業
か
ど
う
か
総
合
的
に
判
断
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

令
和
元
年
度
補
正
予
算
と

平
成
三
十
年
度
決
算
の
審
査
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

委
員
長佐さ

さ

き
々
木　
直な
お
み
つ光　

イベントの司会もこなす
佐藤茉

ま ゆ
優隊員（右）
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　視察では、事業実施に
至った経緯や課題など担当
者が説明し、活発な意見交
換が行われました。

　つがるブランドと販売戦略について
　10月１日、大分県杵

きつき

築市議会�（産業建設常任委員会４人）

　北海道・北東北の縄文遺跡群におけるユネスコ
文化遺産登録に向けての対応について
　10月15日、秋田県鹿角市議会�（会派４人）

行政視察受入　ようこそつがる市へ

挨拶をする杵築市議会 説明を受ける鹿角市議会

　
認
定
こ
ど
も
園
等
整
備
事
業
費
補
助
金

１
億
２
４
９
２
万
４
千
円　

成な
り
た田　
　
博ひ
ろ
し　

委
員　

問　
改
修
の
要
望
を
し
て
い
る
こ
ど
も

園
は
い
く
つ
あ
る
か
。ま
た
、そ
の
対
応
は
。

答　
現
在
、
５
カ
所
か
ら
改
修
の
要
望

が
あ
り
、
緊
急
性
・
重
要
性
に
つ
い
て
調

査
し
た
後
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
改
修
す
る
施
設
等
を
決

定
す
る
。

　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

３
８
９
３
万
８
千
円　

秋あ
き
た
や

田
谷　
建た
て
ゆ
き幸　

委
員　

問　
こ
の
事
業
に
お
け
る
国
の
予
算
が

₁2
％
程
減
額
に
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
が
、

市
へ
の
影
響
は
。

答　
今
年
度
４
人
の
新
規
就
農
者
の
申

し
込
み
が
あ
っ
た
が
、
国
の
予
算
が
配
分

さ
れ
な
い
た
め
支
給
で
き
ず
に
い
た
。
８

月
下
旬
に
予
算
の
配
分
が
示
さ
れ
た
た
め
、

こ
れ
か
ら
支
給
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
旧
木
造
中
央
公
民
館
講
堂
移
築
保
存
費

４
０
８
１
万
２
千
円　

長は
せ
が
わ
谷
川　
榮え
い
こ子　
委
員　

問　
講
堂
の
活
用
方
法
は
。
ま
た
、
駐

車
場
へ
の
出
入
り
口
を
改
良
で
き
な
い
も

の
か
。

答　
講
堂
は
歴
史
あ
る
建
造
物
で
あ
る

た
め
、
式
典
や
表
彰
式
な
ど
の
会
場
と
し

て
の
利
用
の
ほ
か
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
芸
術
作
品
の
展
示
会
場
と
し
て
の
活

用
を
考
え
て
い
る
。
駐
車
場
に
つ
い
て
は

松
の
館
南
側
へ
整
備
し
て
お
り
、
講
堂
建

設
前
よ
り
若
干
広
く
な
る
予
定
だ
が
、
混

雑
な
ど
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
保
健
体
育
施
設
管
理
費

２
８
４
４
万
１
千
円　

伊い
と
う藤　
良り
ょ
う
じ二　
委
員　

問　
総
合
体
育
館
が
完
成
し
た
後
、
既

存
の
体
育
館
は
廃
止
し
て
い
く
考
え
な
の

か
。

答　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、

新
た
に
施
設
を
建
設
し
た
際
は
、
既
存
施

設
の
廃
止
等
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
市

民
生
活
へ
の
影
響
が
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に

は
廃
止
に
至
ら
な
い
と
思
う
が
、
将
来
的

に
は
廃
止
す
る
方
向
で
維
持
管
理
費
の
抑

制
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。



つがる市議会だより－第63号

　10月８日、議員らは三沢市において開催さ
れた青森県市議会議長会議員研修会に参加した。
  「元号と日本文化」をテーマとした大東文化
大学文学部 宮瀧交二教授による講演があり、
日本最初の元号「大化」から248番目となる現
在の「令和」に至るまでの元号の変遷や改元を
行う際の手続きの方法について詳細な説明が
あった。
　今回の令和の改元は憲政史上初となる生前退位によるもので、新天皇が即位する前に新元
号の公表に至ったことで国民は新元号について予想・議論する機会ができた。また、元号に
対する国民の考えは変化してきていることにも触れて話された。改めて元号について考えさ
せられ、見分を広める意味でも有意義な研修となった。

11

第６高射群倉田裕 司令から
感謝状が手渡されました

議員研修会レポート

　９月８日、成田博議員へ航空自衛隊第６高
射群倉田裕 司令より感謝状が贈呈されまし
た。
　これは平成19年２月以来、つがる市議会議
員として車力分屯基地の諸行事、広報活動等
を積極的に支援したほか、平成19年２月から
つがる市防衛議員連盟幹事長を経て、平成31
年２月からはつがる市防衛議員連盟会長を務
め車力分屯基地の良き理解者として、つがる
市の生活安定に貢献してきた功績によるもの
です。

成田博議員へ感謝状贈呈
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₈月 27日 議会運営委員会

₉月

2日 令和元年第2回つがる市議会定例会開会
5日 定例会一般質問

9日～10日 予算・決算特別委員会

11日
教育民生常任委員会、経済建設常任委員会
総務常任委員会

13日 令和元年第2回つがる市議会定例会閉会

₁0月

₈日 青森県市議会議長会議員研修会（三沢市）
17日 市議会だより編集委員会

23日～25日 総務常任委員会行政視察（宮崎県）
2₈日～29日 要望活動（総務省、防衛省、東北防衛局）

これまでの議会の活動の一部を紹介します
　本会議などの様
子をインターネット
で中継(ライブ中継、
録画中継)していま
す。

「容器包装リサイクル再商品化分配金」

　市は、市民の皆さんが分別し排出したペット
ボトル・プラスチック製容器包装を収集し、公
益財団法人日本容器包装リサイクル協会（以下
「協会」）が指定するリサイクル事業者へ引き渡
しています。
　引き渡した資源に異物の混入や汚れが少なく
品質が良い場合や費用の低減に貢献した場合に
は、協会から容器包装リサイクル再商品化分配
金が配分され、平成30年度ではおよそ224万円
の分配金がありました。
　市民の皆さんによってペットボトル・プラス
チック製容器包装が適切に分別されると貴重な
歳入となる分配金が増えるほか、ごみの減量に
もつながりますので、これからも引き続きご協
力をお願いします。
　※ごみの分別の方法等については環境衛生課
へお問い合わせください。

　

近
年
、
異
常
気
象
と
い
わ
れ

る
長
雨
、
豪
雨
、
か
た
や
干
ば

つ
、
酷
暑
、
そ
し
て
台
風
。

　

今
、
各
国
で
は
各
々
の
利
害

関
係
で
騒
が
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
地
球
規
模
の
環
境

破
壊
や
温
暖
化
問
題
に
も
っ
と

目
を
向
け
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
住
民
に
と
っ
て
は
災

害
の
な
い
毎
年
同
じ
よ
う
な
穏

や
か
な
日
々
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
目
を
転
じ
て
、
議

会
と
し
て
は
日
々
穏
や
か
な
こ

と
が
続
く
こ
と
は
、
市
民
か
ら

見
れ
ば
ど
う
映
る
の
で
し
ょ
う
。

　

順
風
過
ぎ
る
と
活
気
も
な
く
、

ぬ
る
ま
湯
に
つ
か
っ
て
い
る
と

見
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

市
民
か
ら
負
託
を
受
け
た
私

た
ち
は
、
大
嵐
で
は
困
る
が
、

多
少
の
波
風
が
立
つ
よ
う
な
活

気
の
あ
る
議
会
を
こ
れ
か
ら
も

心
掛
け
て
市
民
の
期
待
に
応
え

て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
々
木
直
光　

記
）

　
■
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　

長
谷
川
榮
子

　

副
委
員
長　

伊
藤　

良
二

　

委　
　

員　

佐
々
木
直
光

　
　
　
　
　
　

野
呂　
　

司

　
　
　
　
　
　

齊
藤　
　

渡

　
　
　
　
　
　

秋
田
谷
建
幸

次回定例会予定

12 月
　詳しくはホーム
ページをご覧いた
だくか議会事務局
にお問い合わせく
ださい。

議会は手続き不要でどなたでも
傍聴できます

議会中継を
ご覧いただけます。

９月定例会の中から「気になる言葉」を取り上げて解説します

お詫びと訂正
　市議会だより第６２号Ｐ１１教育民生常任委員会の行政視察報告について、
誤りがありました。関係者の皆様に大変ご迷惑をおかけしましたことを深く
お詫び申し上げます。
（誤）鰺ヶ沢町母子保健センター　→　（正）鰺ヶ沢町母子支援センター

特定事業者
（卸売業者、小売業者）

リ
サ
イ
ク
ル
費

の
支
払

容器包装リサイクル協会

分
配
金
の

支
払

委
託
費
用

の
支
払

市役所 リサイクル
事業者

▼

▼

リ
サ
イ
ク
ル

委
託
契
約

引
渡
契
約

リ
サ
イ
ク
ル

委
託
契
約

▼

▼

▼

▼


